
◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 皆さん、おはようございます。出席委員も定足数に

達しておりますので、直ちに本日の会議を開きます。 

 この際、定住応援課長より発言の申し出があります

のでこれを許します。定住応援課長。 

◎定住応援課長（有 路 玲 子 君） 

 貴重な時間をいただき大変申し訳ございません。昨

日の安井一義委員の総括質疑において、荒楯分譲地内

で克雪住宅建設等助成事業に該当した件数についてご

質疑いただきましたが、調査した結果についてお答え

させていただきたいと思います。荒楯分譲地内で克雪

住宅建設等助成事業に該当した件数は０件であります。

以上でございます、よろしくお願いいたします。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 本日の会議は審査日程第３号によって進めます。昨

日に引き続き令和４年度予算議案７案件に対する総括

質疑を行います。昨日に引き続き、会派に属さない議

員の質疑を許します。まず伊藤浩委員の質疑を許しま

す。伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 皆さん、おはようございます。それでは私のほうは

ですね、予算書の中から何点か質疑をさせていただき

たいというふうに思います。 

 まず予算書の13ページでございます。歳入１款１項

１目、現年度課税分の個人市民税、こちらが５億130

万7,000円というふうになっておりますが、その背景

についてお伺いしたいと思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（菅 原 幸 雄 君） 

 はい、お答えいたします。まず市民税の構成比を見

ますと、給与所得が83％を占めております。次いで営

業所得が５％、農業は4.72％となっておるところです。

予算編成時の11月の山形県経済動向月例報告によりま

すと、新型コロナウィルスの影響により依然厳しい状

況にあるものの緩やかに持ち直している、賃金の現金

給与総額についても、令和２年時はマイナスが続いて

いたが、令和３年に入り月平均で前年のプラス4.7％

となっているということを受けまして、給与について

は１％の増、営業については特にサービス消費では引

き続き厳しい状況が続いている、コロナ禍からの持ち

直しの動きに足踏み感ということを受けまして、前年

比90％。農業については主力のはえぬきが１俵あたり

3,000円の減、一方でスイカは収量増、単価上昇によ

り収入増と思われます。平均㎏単価230円というのが

このＪＡのスイカ部会では過去最高値だそうです。 

 以上を踏まえまして、市民税個人については令和３

年度当初より3,923万2,000円の増。率にして8.49％、

５億130万7,000円の歳入を見込んだところであります。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 あの昨年もですね、ちょっと心配していたのが米価

の下落の件でした。これがマイナスのほうに影響する

のではないかなという心配をしていたんですけれども、

今の答弁を考えますと、スイカの高値がカバーしてく

れたような状況になりまして、ほとんど農業所得の部

分ではマイナスの部分は出ていないというふうなこと

かと思います。まず市税でございますので、これは本

当に尾花沢の大事な自主財源の根幹を成すものという

ふうな位置づけでございますので、来年度もですね適

正な徴収に努めていただきますようお願いしたいと思

います。 

 同じく予算書の１款４項１目のたばこ税でございま

す。現年度課税分で１億4,650万円と。昨年がですね、

1,800万円ほど、今年度の分が昨年から比べますと

1,800万円ほど減っていたのです。来年度の部分で言

うと逆に2,700万円ほど増えているというような予算

でございます。この背景として、毎年のようにタバコ

の値上げがされているんですけれど、今回の増額の分

もやっぱりたばこの値上げの部分が大きいんでしょう

か。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（菅 原 幸 雄 君） 

 これまでの経過等含めてご説明させていただきます。 

 たばこ税については平成30年度の税制改正により令

和３年度まで段階的に税率が引き上げられてきており

ます。具体的には令和元年10月１日に1,000本あたり

5,692円が、翌年令和２年度10月１日に6,122円。で、

昨年令和３年10月１日に6,552円となったところです。 

 令和３年度の当初予算では、健康志向もあって、値

上がりを契機に本数は減るだろうと予想したところで

す。思ったよりそれが減らず、また税率が上がったこ

とで、さらに新年度からは昨年の10月からでしたけれ

ども、今度は１年間ということで、令和４年度予算に

ついては令和３年度と比較して22.8％の増、１億

4,650万円と見込んだところです、以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 伊藤浩委員。 



◎伊 藤   浩 委員 

 やっぱりたばこと言いますと、健康影響の部分もあ

るんでございますけれども、決してその尾花沢市内で

消費されているたばこの量がぐんと増えたということ

ではないという背景でございます。ある面で安心をい

たしました。これ、たばこ税なんですけれども、いわ

ゆる尾花沢市に還元される分、とういうのは、今日の

朝もちょっといろいろ話をお伺いしましたが、卸売業

者さんが小売店に卸す時に、そこでいわゆる市に還元

される部分が大体22％ぐらいの税率で還元されている

というふうなお話もちょっと伺ったわけでございます

けれども、尾花沢の中に、いわゆるコンビニエンスス

トアさんだいぶ増えてきましたけれども、そこで販売

されている部分についても当然これ還元分の対象とい

うふうになっているわけでございますかね。お伺いし

ます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（菅 原 幸 雄 君） 

 はい、仰るとおりであります。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 私もですね、昨年ちょっと禁煙した時期があったん

ですけれども、ある事情でまた復活してしまいました。

なるべく吸わないようにと心がけてはいるつもりなん

ですけれど、ちょっと今のところまだ喫煙者というよ

うな位置付けでございます。 

 皆さんがですね、いわゆる税としての収入があると

いう部分については、プラスポイントなんですけれど

も、先ほど申し上げましたように健康的な影響ですね、

その辺市としましても市民の皆さんにそういうふうな

啓蒙活動を、ぜひお願いしていただきたいなというふ

うに思います。よろしくお願いいたします。 

 ３点目でございます。予算書の31ページ歳入18款１

項１目、昨日も何人かの皆さんからご質疑がございま

した。総務費寄附金の中で、新年度予算８億円でござ

います。担当課長さんにお伺いしましたところ、今年

度の見込みも８億円前後になるであろうというような

お話をお伺いいたしました。本当に尾花沢市のことを

想って寄附をしていただいている皆さんには感謝をし

なければいけないところでございますけれど、昨日も

ございましたように、私はやっぱり尾花沢市と寄附を

していただく方の精神的な結びつきと言いますか、そ

ういう面が非常に大事なんでないかないうふうに思い

ますが、菅根市長、市長としてのこの寄附金の基本的

な考え方ちょっとお伺いしたいと思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 市長。 

◎市長（菅 根 光 雄 君） 

 ふるさと納税のそのものが毎年のように納税なさっ

てくださる方々が増えてきております。そして尾花沢

市にとって本当に自己財源を作り上げるとした時には、

一番私が期待していきたいのがふるさと納税でござい

ます。もちろん国からくる地方交付税、そういったも

のの他にも、いろいろ県からくるものもありますけど、

その中でやはり寄附者の意向に沿ってですね、尾花沢

市の発展につなげていくためには、非常に大切な財源

になっていくであろうと、こう考えたときに、尾花沢

で取り組まなくてはならない事業はたくさんあります。

その中に起債を先頭にして持っていくとなると、後々

の大変さは平成15年16年のあの当時の三位一体改革で

嫌っていうくらい味わいました。そして当初の予算も

100億円を切るような、そんな我慢の中で庁舎建設の

ための基金を作り出して、そしてやってきたという部

分はありました。現在では、今年度も８億円ぐらいを

見込めるというふうになってきますと、もちろん返礼

品に使う予算もありますけれども、ある程度尾花沢市

の市民のために、子どもたちのために活かしていける

であろうと。今後を考えてもこれから取り組まなくち

ゃならない事業にですね、しっかりと活かしていける

んじゃないか。そうした時には、できれば新年度はま

た８億円というふうになっておりますけれども、この

令和３年度は６億円で８億円というところまできてい

るものですから、同じ形になってくれれば非常にあり

がたい。そのためには、いろんなところへ出かけて行

ってふるさと納税を呼びかけたいし、それから今取り

扱っている業者さんいるわけですけれども、そういっ

た方々にも尾花沢がトップのほうで見ていただけるよ

うなそういう仕組みを作り上げていきたいと、その上

で尾花沢のいろんな部分に活かしていきたいなと。そ

のためには、今後を考えれば貴重な財源になってきま

すので、今後とも私たちも一所懸命取り組んでいきた

いと思っております。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 昨日の答弁の中にございました、寄附をしていただ

いた皆さんに今いろんな返礼品を送っていただいてる

わけでございますけど、例えば農産物だったら農家の



皆さんのメッセージとかです、ぜひそういうふうな、

先ほど申し上げました心と心がつながれるような、そ

ういうようなものをベースにしてぜひお願いしたいと

思います。 

 次に移ります。予算書の97ページでございます。６

款１項６目12節の委託料902万1,000円。これいわゆる

地籍調査に関わる部分かと思いますが、来年度の計画

についてお伺いをいたします。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（菅 原 幸 雄 君） 

 令和４年度の地籍調査の計画について申し上げます。

③工区鶴子地区の紅橋付近あるいは久保田とそれから

細野地区赤沢集落を過ぎた左手になります。この③工

区についてですけれども、現在準備を進めているとい

うことで繰越しし、来年度国への認証及び再閲覧を行

った後に登記に向けて進めてまいります。それが一つ

です。 

 もう一つ④工区中島・行沢、あと鶴子地区は御所の

水付近になろうかと思います。ここについてもこの③

工区に目処がつき次第既存の測量所の作業を進めまし

て、目標令和５年度中には国の認証、再閲覧となるよ

う努めてまいりたいと考えております、以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 新たな、まだ測量が終わっていない地域の測量もあ

るというふうなことでございますが、やっぱり今ご答

弁にありました、鶴子地区・細野地区の中でも特に未

整備地区の部分が多いのかなというふうに思っており

ます。今年度予算がですね1,700万円ほどあったわけ

なんですけれども、３月の今回の補正で400万円弱マ

イナス補正となっておりますけれども、この辺の背景

は何だったんでしょう。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（菅 原 幸 雄 君） 

 申し上げます。やはりなかなか進んでいないという

現実もあります。と申しますのも、こちらの体制もし

かり、それから例えば国の土地ですと財務局との調整、

あるいは受ける側の法務局のほうもやっぱりキャパが

ありまして、またその地権者についても年数が経って

いるがゆえに調査してからだいぶ期間があります、そ

の中でやっぱり土地が動いた、それでまた改めてその

辺の件の確認も必要だというようなことでの遅れがあ

ろうかと思います。結果的にかなり遅れておりますこ

とを大変申し訳なく思っております。今後ともやっぱ

り粛々と進めるほかありません。今しばらく時間をい

ただきたいなと思っているところです、以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 ご答弁にございましたけれども、調査そのものは10

年ぐらい前に終わっている場所でも、実際まだ正式な

台帳面積には反映されていないという部分も結構ある

ようでございます。今更申し上げるわけでもございま

せんが一般質問でも申し上げました。農家の皆さん今

本当に大変な状況の中にあるわけでございます。実際

の耕作をしている面積と台帳面積が違うというような

部分になるといろんな問題がやっぱり出てまいります。

また市のほうから見ても、いわゆる固定資産税の部分

が隠れてしまっている部分があるというようなことに

もなるかと思います。そういうプラスの面にもつなが

る内容でございますので、ぜひ新年度のこの事業計画

の中でスムーズな運用をお願いしたいというふうに思

います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、予算書の121ページであります。９款

１項２目、説明資料34ページ、143番でございます。

１節の消防団員の報酬2,974万9,000円でございます。

消防団員の強力化というようなことで大幅な増額とな

っておりますけれども、改めてその背景と財源をどう

考えているのか、お伺いをしたいと思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 消防長。 

◎消防長（五十嵐 満 徳 君） 

 お答えいたします。消防団の報酬等についてでござ

いますけれども、今年度予算額1,764万2,000円に対し

まして、令和４年度は2,974万9,000円と前年度対比で

約1.6倍の増額というふうになっております。まず増

額した背景といたしましては、昨年の４月に総務省消

防庁より示された消防団員報酬の基準を受けまして、

消防団員報酬36,500円、災害等に出動する報酬１日あ

たり8,000円を県内でも真っ先に取り組んできたとこ

ろでございます。また財源につきましては、現在消防

団員の報酬等は地方財政措置といたしまして普通交付

税により措置されておりますけれども、交付税に対し

市の負担が大変大きくなっているのが現状でございま

す。しかし令和４年度からの地方財政措置については、

これも総務省消防庁の通知によりまして普通交付税の

算定基準の見直しが示されたことによりまして、この



度の消防団の処遇改善に至ったところでございます。

以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 国の示した一定の基準値をクリアすればその部分に

対しての国からの交付税としての手当てを見込めると

いうようなことが背景というようなことだと思います。 

 やはり、今本当に消防団員の方がですね、年々希望

者が減っておりまして、まあ大変な状況かなというふ

うに思います。ぜひ、報酬の問題だけではないという

ふうに私は思っておりますけれども、皆さんになるべ

く手当てを厚くしていただいて、少しでも団員減とい

うような部分の解消になればよろしいのかなというふ

うに思います。 

 あともう１点ですね、団員の減というふうな部分に

併せまして、予備消防団の整備をしていただいており

ます。こちらのほうについて、今40名前後ぐらいだっ

たと思うんですけれども、増員計画といったものは考

えておられるのかどうかお伺いいたします。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 消防長。 

◎消防長（五十嵐 満 徳 君） 

 お答えします。予備消防団員の増員計画についてで

ございますけれども、消防団員の減少というものは本

当に全国各地で今大きな課題となっておりますけれど

も、予備消防団員の果たす役割というものは各地区の

分団部のバックアップ的な存在を担っていただいてい

るなというふうに感じているところです。消防本部と

しましても予備消防団加入促進に向けて消防団を退団

する方にお声がけをさせていただきながら、現在41名

の方々が予備消防団員として登録をいただいていると

ころでございます。増員計画ということでありますけ

れども、各地区の分団部の定数に対しまして現在の消

防団員数を調査いたしまして、特に団員数が少ない分

団部については強く働きかけを行っていかなければな

らないのかなと思っているところであります。以上で

す。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 実はですね、昨年火災が発生した折、私はちょっと

地元にはいなかったんですけれど、後で聞きました。

ポンプ積載車が私の所にも配備されておりますけれど

団員が集まってこなくて結局出動できなかったようだ

というふうな事例もあったようでございます。地元の

方はですね、もし近辺で有事が発生してもこのような

状況になるのではないかというふうな大変心配をされ

ておりました。今答弁にもありましたように各消防団

の各部になると思いますけれど、その中でいろんな意

見交換をしていただいて、ぜひ予備消防団いわゆる消

防団に協力していただける方の増員計画、前向きに検

討していただきたいというふうに思います。 

 最後になります。151ページ12款１項１目、公債費

でございます。本年度の予算で11億9,082万9,000円の

予算でございました。来年度は13億2,452万5,000円と

いうことになっておりますけれども、これのですね財

源内訳見ますと一般財源とその他というふうな項目に

ございます。このその他の財源について具体的に説明

をしていただきたいというふうに思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 財政課長。 

◎財政課長（本 間   純 君） 

 はい、公債費の財源内訳というふうなお尋ねでござ

います。こちらにつきましては特定財源といたしまし

て、地域総合整備資金貸付金元金収入、いわゆるふる

さと融資を使った事業でございますけれども、こちら

のほうで4,178万6,000円。あと市営住宅使用料といた

しまして588万4,000円。その他減債基金繰入といたし

まして2,457万7,000円となります。以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 伊藤浩委員。 

◎伊 藤   浩 委員 

 新年度からこの新庁舎の返済もスタートするという

ようなお話も聞いております。時間がまいりましたの

で終わりにします。よろしくお願いします。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 以上で、伊藤浩委員の質疑を打ち切ります。次に、

塩原未知子委員の質疑を許します。塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 はい、それでは通告にしたがって質疑させていただ

きます。まず初めに、10款４項８目、説明資料の23ペ

ージであります。78番学習情報センター整備事業に関

しまして質疑いたします。こちらのほうは新規事業と

してＷi－Ｆi設備の工事とか、あとは屋根の工事とた

くさん項目がありますけれども、私のほうはハイビジ

ョンホールの活用のほうをどうしていくのかお尋ねし

たいと思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 社会教育課長。 



◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 学習情報センターの悠美館でございますけれども、

築20年を超える建物でございまして老朽化のほうが進

んでいる状況でございます。ハイビジョンホールにつ

きましても例外でなく修繕箇所も年を追うごとに多く

なってきている状況でございまして、機器の更新など

も必要になってきているような状況でございます。 

 現在の活用状況ですけれども、春休みと夏休みなど

の子どもたち向けのアニメの上映会の開催をしたり、

あとはほぼほぼ会議室という形での利用がほとんどで

ございますが、今後ハイビジョンホールだけでなく図

書館全体の利用客の増加となるような、いろいろな若

い意見、北村山高校生などの若い意見なども取り入れ

ながら検討していきたいというふうに考えているとこ

ろです。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 はい、ご説明あったハイビジョンホール、これは本

当にできた当時は最新の設備が整っているということ

で大変活用させていただきました。今は会議室が主だ

ということをお聞きしまして、ぜひですねＷi－Ｆiの

設備をこれから新規でしっかりと設備するということ

ですので、バーチャル空間などもきちっと映せるよう

なリモートセミナーもできるようなそういった空間に

ぜひしていただきたいなと思っております。あの先日、

県の図書館のほうを拝見したところ、別ルームという

ことでセミナールームがしっかりとしていまして、毎

週いろいろな形で全国のセミナー等に参加するような

形とか地元の人たちのいろんな講話を聞くようなスペ

ースということで活用していましたので、そのような

活用の方法もあるかと思います。ぜひ高校生たちも含

めていろいろな方が利用できるようなリニューアルを

ぜひ考えていただきたいと思いますけれども、そこの

部分は有料ではないと思いますが、これからは企業の

人たちもいろいろな形でリモートワークというかセミ

ナールームとして使いたいという意見もあると思いま

すのでいかがでしょうか、その点。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 令和４年度予算でＷi－Ｆi環境構築の予定をしてお

りますので、技術的にはリモートセミナーという形も

可能になっていくのかなというふうに思っているとこ

ろです。企業さんなどの営利目的でのセミナーとなり

ますと、今現在、運営管理規則で営利目的の利用はで

きない形になっておりますので、規則改正なども必要

になってくるかと思いますけれども、その辺も視野に

入れて検討してまいりたいというふうに考えておりま

す。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 はい、ぜひいろいろな年代の方がまた悠美館に行き

たいと、使いたいと思うようにリニューアルいただき

たいと思います。また隣に絵本の杜という素晴らしい

公園があります。ですので、そちらのほうのつながり

も含めてリニューアルのほうを考えていただきたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

 次の質疑に移ります。次は６款１項３目、説明資料

の10ページ、新商品開発・販路開拓支援事業に関しま

して尾花沢スイカ加工品第２弾の内容はいかがでしょ

うか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 説明資料の10ページにあります新商品開発・販路開

拓支援事業につきましては、大きく二つの事業があり

まして、そのうち特産品開発事業費補助金、こちらの

ほうを300万円ほど計上させていただいてございます。

この特産品開発事業につきましては、令和３年度に協

議会を新たに立ち上げまして、官民のお話を伺いなが

ら尾花沢スイカ焼肉のたれの開発に成功したところで

ございます。令和４年度につきましては、本年度の開

発途上でいろいろな試作品等の生まれていること、ま

たアドバイザーとして県内で６次産業化に特化した事

業展開をなされている方をアドバイザーとしてお迎え

もしてございますが、多方面からご意見を頂戴しなが

らこれだというものはないんですけれども、その中か

ら新たなものが生まれてくるということで議論を深め

ながら開発したいというふうに思ってございます。以

上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 令和３年度とは別な形で商品開発ということだとは

思うんですけれども、今ですね、尾花沢市内のさまざ

まな企業さんも含め農産加工品６次産業も含めまして

やっているところの、販路がないということをよくお

聞きします。商談会になかなか行けない、開発したん



だけれども売り先がないって声聞きますけれども、こ

れ販路拡大委員会の部分であります。できた商品を売

るっていうところに関して、昨日の質疑の中でも答弁

ありましたので大体分かるんですけれども、どこに行

ったら買えるのか、どこに行ったらその情報が分かる

のかっていうのが本当に分からないということが発生

しないようにしていただきたいと思いますけれども、

そのような市内の事業者に対しての波及効果というの

はどのようにお考えでしょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 農林課長。 

◎農林課長（岸   栄 樹 君） 

 まさしく商品を開発した後の行き先ですよね。こち

らのほう非常に重要視させていただいてございます。

事業の中身なんですけれども、開発したものをいかに

尾花沢市の特産品として定着させていくかというとこ

ろに着目しながら、令和３年度事業のほう進めさせて

いただきました。言い換えればですね、６次産業化の

中核となる施設、尾花沢には農産加工有限会社さんご

ざいますけれども、漬物に特化した事業展開を行って

いるものプラスアルファの新しい事業化ということで、

この協議会で開発したノウハウ、こちらのほうは開発

までの経過プラス販路開拓までを一つの線路として構

築をして最後にお客様のアンケートなども取りお声を

頂戴しながら、それをそのままの農産加工さんにお譲

りをしてですね定着をさせたいという思いもございま

す。販路の拡大に向けては、今度は農産加工さんの事

業として行っていくということになりまして、市のほ

うでは側面から、関係部署連携しながら側面支援とい

うような形で行わせていただきたいというふうに思っ

てございます。以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 そのように理想的になっていけば本当にできた商品

が売れていくっていうことになると思います。２年目

でありますので、前年度の反省は、これからうまいと

言っていただけるところであの美味しさも含めて市民

の皆さんに愛されるような商品にしていただきたいと

思います。尾花沢スイカパウダーに関しましても、昨

年でパウダーのほうの支援が終わるということを事業

者の皆さんが非常に残念がっておりました。継続する

ことも力だと思います。尾花沢の場合、いろいろな形

でＰＲをしておりますが、なかなか長続きしているも

のが少ないのかな、いいものがありながら続いてない

ってことがありますので、この事業にご期待いたしま

すので、どうぞよろしくお願いいたします。 

 では次の質疑に移ります。２款１項15目、予算資料

の10ページでございます。ふるさと尾花沢応援基金事

業に関しまして、皆さん質疑ありましたけれども、重

ならないような形で質疑したいと思います。最近です

ね、いろいろなサイトが複雑に沢山ありまして、現在

尾花沢の場合は５つのサイトのほうでＰＲしていると

いうことを昨日お聞きしました。販売戦略の中にもっ

と文化的な要素や歴史や尾花沢の魅力をもっと取り入

れた活動、支援みたいなものはないでしょうか 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（有 路 玲 子 君） 

 令和２年度でありますけれども、中刈の棚田米を返

礼品として取り扱いました。これにつきましては単な

る米としての見せ方ではなく、そこに住む集落の人た

ちが里山の風景でありますとか、文化を守りながら米

作りをしているっていうようなことを見せ方として打

ち出しているわけなんですけれども、これに続くもの

といたしまして今年度から市野々地区で作っておりま

す笹巻を新たな返礼品として出品しているところでご

ざいます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 そういう地区のいろいろな物語も食文化も含めて伝

えていっていただきたいと思います。農産品の商品合

戦のように今捉えられがちです。さまざまなものがあ

ると思うんですけれども、アスパラだったりスイカだ

ったり牛だったりお米以外でもあると思います。この

中でクレームがやはり多くなってきているということ

をお聞きしています。商品が多いということはクレー

ムは多くなるのも当たり前だとは思いますけれども、

今回のクレームの特徴としましては、産地はどこなの

ということで、検索の一番上に「尾花沢スイカどこ」

というような検索キーワードが一番上に出てきます。

なぜだろうと思って調べたところ、「ふるさとチョイ

ス」「さとふる」「楽天」この３店の店舗の中で本当に

「尾花沢スイカ」という名前と「尾花沢産スイカ」と

いうところと、かなりの数のサイズ等含め、あります

けれども、そのようなクレームに対してどのように対

応しているのかお聞かせください。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 定住応援課長。 



◎定住応援課長（有 路 玲 子 君） 

 お答えします。スイカのクレームにつきましては、

ほぼほぼ産地に関するものではなく、令和３年度に限

ってお話しさせていただければ、配送途中のうるみが

原因だったというようなクレームが多く寄せられてご

ざいました。件数は確かに上がっておりますけれども

割合としてはさほど多くはなっておりません。ただク

レームはクレームとして重く受け止めておりまして、

取り扱い業者あるいは配送業者とも改善に向けて話し

合いをしているところでございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 配送のほうのクレームということは、件数が多くな

ると当たり前に多くはなってくると思います。そうで

はなくて、その表記の部分ですね。村山市のふるさと

納税のところにある写真が、全く尾花沢でも同じ写真

が載っていると。これはどっちが正しいんだっていう

ようなことを問われた質問が大変気になりました、私

のほうが。サイトのほうを見ていただきますと分かっ

てくると思いますけれども、同じスイカのサイズでも

さまざまなサイトで金額が違っていたりします。その

部分の統一こそ必要ではないのかなと思っております。

大石田のスイカでも尾花沢スイカという表記がありま

すけれども1,000円安かったり、同じサイトの中で並

んでくると金額が違ってきたりと、これはどういうこ

となんだっていうような問い合わせもございましたの

で、どうぞしっかりと対応していただきたいと思いま

す。 

 そのほか私の調べでは、偽造サイトというものの対

策として、各サイトでふるさと納税に出しているサイ

トはここですよというのをきちんと表記しているんで

すけれども、今回500万円くらいのふるさと納税、尾

花沢まるごとプレミアム、これはＪＡＬさんで出して

いるんですけれど、これは正式に出しているものです

よね。どうですか、これは確実に私は尾花沢で出して

いるものだと思っていたんですけれども、いかがでし

ょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（有 路 玲 子 君） 

 尾花沢市で公式に出している返礼品としまして500

万円といったプレミアム特選便という返礼品がござい

ますけれども、これにつきましては公式に出してるも

のでございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 サイトのほうに、ＪＡＬさんのサイトも載せてくだ

さい。今これ入っておりませんので、尾花沢スイカっ

ていうか他のものといっぱい一緒に定期便なので名前

があるんですけども、それをきっちり載せていていた

だかないと偽造されたということでＡＩの判別ではな

っていくのかなと思いますので、どうぞこれ気をつけ

ていただきたいと思います。 

 では次に移ります。予算書41ページ、２款１項１目、

総務管理費一般管理費の中で公式ホームページＣＭＳ

更新事業に関しまして内容をご説明ください。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀 孝 一 君） 

 お答えいたします。まずＣＭＳでございますけれど

も、コンテンツマネジメントシステムということなん

ですが、誰もが簡単にホームページを編集できるよう

にするシステムのことを言います。本来ホームページ

を編集するにはプログラミングなどの専門的な知識が

必要となりますけれども、このＣＭＳを利用すること

によってワードで編集するような感覚でホームページ

を手軽に編集することができるようになる、こうした

メリットもございます。現行のホームページなんです

けれども導入されてから約20年近くが経過しまして、

「デザインやサイトの構成などが複雑化している。そ

のためになかなか欲しい情報にたどり着けない」、「モ

バイル端末に対応していない」などの声をいただいた

ところでございます。こうしたことを受けまして、令

和４年度中にサポート期間の終了を迎えます現行のＣ

ＭＳを、新たなＣＭＳに更新をしていくといった事業

になってございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 ありがとうございます。では現在のページは令和４

年度には更新になるという感じで考えてよろしいでし

ょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀 孝 一 君） 

 前の前の議会でしたか、星川議員の一般質問にもお

答えしましたけれども、令和４年度中の早い時期に更

新をしていきたいと考えているところでございます。



◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 はい、それであれば余計に先ほどのふるさと納税の

こともありますけれども、最近はホームページからの

情報っていうのが大変重要になってきておりますので、

このタイミングもきちんと計画をなさって、今のコン

テンツもだいぶ引っ越しをするっていうことが必ず出

てくると思います。その中で不必要な古い情報なり、

あとはこれから新しく本当に最新の情報も入れる部分

も含めてデザインのほう考えてらっしゃると思うんで

すけれども、これがさらに５、６年なりますと、国の

ほうで昨年３月に謳っているデジタル改革関連の法案

の中では、ゆくゆくはいろんな情報がオープンデータ

として広く皆さんに公開できるような状態ということ

が示されておりました。あとまたさらに昨年の３月に

「Ｙａｍａｇａｔａ幸せデジタル化構想」というのを

県のほうでも立ち上げております。ですので、本当に

使えるもの、例えば県のほうでは、更新するのに「ｅ

－更新」という前は尾花沢市でも使っておりましたけ

れども、今使ってないのかなと思っているところです

が、そういった使えるツールとかはどういうふうな形

で組み込んでいくようなんでしょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀 孝 一 君） 

 塩原委員の質問なんですが、あまりにもちょっと専

門的すぎて、なかなか詳しいところまで答えることが

できません。ただ、今おっしゃるような内容もですね

踏まえた形で、総務課だけでなくて関係課集まって新

たなホームページを作っていきたいと考えております

のでよろしくお願いいたします。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 ぜひ、急いでやるってお答えをいただいたので逆に

しっかりと各課で検討していただきたいなと思います。

以上であります。 

 では、次の質疑なんですけれども、予算書の106ペ

ージ、７款１項３目観光費の委託料、御所山荘給水用

水質調査業務委託料に関しましてご説明お願いします。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 はい、お答えいたします。御所山荘給水用水質検査

業務委託料24万6,000円についてでございます。こち

らにつきましては御所山自然公園の中に設置しており

ます御所山荘、こちら当然水道とかございませんので、

そこに山水を引っ張って水を利用している部分がござ

います。昨年まで順調に出ておりましたが、今年山開

きの準備に上がったところ、その水がちょっと出てこ

なくなっているというような状況がございました。そ

れで別の水源を探すということで、川の水ですとかさ

まざまな今何パターンか考えているんですけれども、

それを使えるかどうかという水質検査を行うための業

務委託でございます。以上でございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 不便をしておりまして、トイレの水もペットボトル

に入れて、飲み水が飲めないっていうことで、そこの

管理をしている方が飲み水用のペットボトルを置いて

おいたりとかさまざまな工夫がありましたが、大変水

の調査も大切なのでこれしっかりとやっていただきた

いと思います。 

 あとはボイラー関係が全部重油でありました。非常

に山小屋としてもあそこまで重油を持って行くのかと

思うと、去年は山開きが確か６月末だったと思います

けれども、それよりも早めに山荘までは通れるように

していただきたいなと思いますがいかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 はい、お答えいたします。新鶴子ダムから御所山荘

までについては車で行けるようになってございます。

こちらについてはある程度雪解けを待った状況で道路

を確認し通すというような形をとっておりまして、例

年５月のゴールデンウィーク明けに確認に行き、残雪

の残り等々確認してまず車では行けるというようなこ

とになります。この道路については東北森林管理局の

ほうで管理している道路の併用の道路になってござい

ますので、一応、道路の補修ですとかそういうものに

ついてはお願いしているところでございます。以上で

ございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 山の日が今年８月にあります。山形県が会場であり

ますので、ぜひそちらのほうも考慮しまして早めにお

願いしたいと思います。ぜひですねゼロカーボンを謳



っている尾花沢市であれば、山荘が重油を使うような

施設でなく、これからは再生可能エネルギーを使って

快適にできるように考えていただきたいなと思います

のでどうぞよろしくお願いいたします。 

 次の質問なんですけれども同じ水関係でありまして、

説明資料の16ページ、７款１項３目、拡充ということ

で徳良湖周辺施設整備事業なんですけれども、さまざ

まなこと昨日も質疑あったと思いますので重ならない

ようにということで質問します。 

 冬の徳良湖というのは非常に魅力があります。ただ、

駐車場が少ない、あとは冬使えるトイレが少ないとい

う声がございます。それに関しましてどのような対策

を考えてますか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 はい、お答えいたします。徳良湖周辺につきまして

は今年もスノーランドですとか、ちょっと雪まつりは

残念ながら中止となりましたが、多くのにぎわいを見

せていると。冬の駐車場の確保というのは当然積雪と

いう部分、当然駐車場を確保するには除排雪が必要に

なってくるということがございまして、イベント等で

あれば、それを開けてというような対応しております

が、通常については最低限利用できる部分だけを開け

ているというような現状にございます。 

 また冬使えないトイレということで、徳良湖の北側

にございます松林の中にあるトイレのことを具体的に

おっしゃっているのかと思います。なかなか陰になっ

ていることもあって、道路沿いにあるものの、なかな

か利用頻度が少ないような確認もこちらでもしてござ

いますし、これからにぎわいを見せる徳良湖について

そういう人が集まる場所へのトイレの設置ですとか、

今後のあり方についても含めて徳良湖整備マスタープ

ランに基づいてある程度検討していきたいと思います。

以上でございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 塩原未知子委員。 

◎塩 原 未知子 委員 

 はい、ぜひ徳良湖のきれいな水を守る形で整備のほ

うを進めていただきたいと思います。昨日徳良湖に対

する市長の思いをお聞きしまして、松林の照明は北側

になるんだと思いますけれども、やはり私も同感でご

ざいます。あの反対側のキャンプ場と温泉側のほうに、

ぜひ湖を見ながら歩けるスペースが本当にあったなら

ば非常にすてきだなと思います。その時に思うんです

けれども、夏場はいいんですが、冬場のライトアップ

っていうのはやはり電源とかさまざまな工夫をしなき

ゃいけないと思いますけれど、その辺りも含めまして、

尾花沢の景観を守るルーラルエリアということで銀山

に次ぐ無電柱化だと思いますので、ぜひすばらしい風

景を残すような工夫をなさっていただきたいと思いま

す。これで私の質疑を終わります。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 以上で、会派に属さない議員の質疑を打ち切ります。 

 ここで、10分間休憩いたします。 

 

             休 憩  午前11時00分  

             再 開  午前11時10分  

 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 再開いたします。 

 次に、市政クラブの質疑を許します。鈴木由美子委

員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 市政クラブの総括質疑をさせていただきます。 

 まず初めに予算書の44ページ、２款１項２目、文書

費についてでありますが、こちら前年度と本年度の予

算を比較しますと560万円ほどの増額となっておりま

す。その辺のところを含めまして11節役務費の通信運

搬費について、だいたいいつも同じような通信費がか

かるというふうにお聞きしていたんですけれども、そ

の全体的に増額になっている理由は何かあったのかっ

ていうことをまずお聞きしたいと思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀 孝 一 君） 

 増額の理由でございます。令和４年度から、費目ご

とに分散されておりました通信運搬費のうち、一元化

できる部分につきまして、２款１項２目文書費の通信

運搬費にまとめて計上したためでございます。その結

果２款１項２目の文書費の通信運搬費が増加している

状況になっています。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 こちらですね、文書通信費が増加しているというこ

とでありますが、今からデジタル化ということでさま

ざまな文書の配布の見直しとか、例えばですね、郵便

の出し方とか工夫していただいて、なるべくこの文書

通信費を減額していただけないかと思うところであり



ますが、そのようなところはどのようにお考えでしょ

うか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀 孝 一 君） 

 郵便物の節約といいますか、経費をできるだけ少な

くするための工夫についてということだと思います。 

 これまで通常料金より割安となります市内特別郵便

に仕分けをさせていただいております。また同一の住

所の文書につきましては、できるだけ一通にまとめる

などできるだけ経費がかからないように配慮してきた

ところでございます。今回加えまして、一般郵便やゆ

うメールとゆうパック、宅配便など、どの種類を使え

ば安価になるのか分かるような重量及び規格ごとの比

較表を作成しまして、各課へ周知を図るなどさらなる

経費の節減に努めてまいりたいと考えているところで

あります。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 総務課だけではなかなか係の方も大量の郵便をただ

そこにボンと置かれれば、それを必死に数を数えるし

かないという状態をお聞きしておりますので、各課に

そういった表を作っていただいたっていうことは大変

前進だと思います。やはり皆さんそういった経費意識

を各課で持っていただくことっていうのは良かったな

と思いますので、今年度はどうぞよろしくお願いいた

します。 

 あともう一つありまして、例えば市のイベントのポ

スターなんですけれども、ポスター大きいですよね、

それ最近は四つ折り、八つ折り、折って郵便で各区長

さんのほうに郵送されているというお話を聞いたんで

すけれども、できましたらポスターですので折らない

で、係の方がたまには区長さんのところに配布される

というのもいい方法ではないかなと思います。よろし

くお願いします、いかがですか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 総務課長。 

◎総務課長（加 賀 孝 一 君） 

 今ポスターはできるだけ折らないで配布したほうが

いいのではないかという提案をいただきました。私も

そう思います。そのために月に２回シルバー人材セン

ターのほうにお願いをしまして、各区長さんに配布を

しております。そのタイミングに併せて各課のほうか

ら提出いただければそのような対応をさせていただき

たいと思いますのでよろしくお願いいたします。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 続きまして、手数料のうちの振込手数料全般につい

てお伺いしたいと思います。現金を取り扱わないよう

にということで、近年は全部振込をされているという

ふうにお聞きしているんですが、私がちょっと説明受

けた時は一件一件振込手数料がかかっているというふ

うに認識しておりましたが、その辺のところは予算を

使っていらっしゃるのかお聞きしたいと思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 会計管理者。 

◎会計管理者（間 宮   明 君） 

 鈴木委員からは相手の口座に報酬や謝礼などを振り

込む際に、振込額より振込手数料や郵送料などのほう

が高額になる場合が見受けられるため、改善する必要

があるのではないかというご指摘のご質疑でございま

した。市会計課を介する公金の口座振込については、

市と指定金融機関である株式会社山形銀行との間で振

込手数料に関する協定を締結しておりまして、振込件

数の多寡にかかわらず、いわゆるいくら振り込んでも

月額3,300円、年間39,600円となってございます。で

すので振り込みのたびに手数料は発生しないこととな

っております。仮に現金の取り扱いであった場合、金

種別に現金を振り分けてここに封入することや、資金

前渡後の精算処理、そして仮に会議で欠席した委員が

あった時の戻入処理や所得税の戻出処理などの作業が

現金が発生することになります。よって会計課として

は会議などに出席した委員などに対する報酬や謝礼な

どの支払いにおきましては、債権者登録をした上で後

日口座振込にて支払うことを推奨しておるところでご

ざいます。以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 はい、ちょっと私、違うふうに認識しておりまして、

例えばですけれども、今の課長の説明で分かりました

けれども、例えば私都市計画審議委員になっておりま

して、その会議に出席した後の交通費を例えば74円と

かいただいていたりするんですけれども、それを郵便

でまずその明細をいただきまして振り込みするという

ふうに記入なっているものですから、74円の交通費に

対してその文書通信費、特別料金になっているとは思

いますけれども、いただくのもちょっと私は何かこう



ちょっと気が引けていまして、この質問をさせていた

だいた次第です。振込の手数料のことに対しては一律

の料金になっているということで少し安心しましたが、

やはり先ほどの質問にまた戻りますけれども、できれ

ば私たち議員とかは時々市役所のほうにも出向きます

のでなるだけ手渡しで削減していただければ、私はな

んら問題ないと思っていますのでよろしくお願いしま

す。 

 続きまして予算書の140ページ、こちらはいつも継

続している事項なんですが10款４項１目、社会教育総

務費18節の山形交響楽協会市町村負担金について毎年

23万円ということでありますが、負担金の内容と目的

についてお伺いいたしたいと思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 はい、お答えいたします。山形交響楽協会市町村負

担金につきましては、毎年法令外負担金といたしまし

て県内の全市町村が支出しているものでございます。

県内で唯一のプロ楽団でございます山形交響楽団を支

援するための負担金でございまして、市としては、そ

の山響の定期公演の際に無料招待券ということでいた

だくことで、より多くの市民がプロの演奏に触れる機

会を提供しているところでございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 毎年こちら負担金を出しているというのは存じ上げ

ておりまして、今までちょっと質問をしなかったのち

ょっと遅かったなと思っているんですけれども、山響

さんというのは山形県が誇る日本でも誇る交響楽団で

あります。そちらを山形県の全市町村、企業さんでそ

の音楽芸術を支えるというものでございますが、その

市の金額負担だけで支えるだけではなくて、そちらの

将来のファン、交響楽のファンをつくるために子ども

の教育への利用って言うんですかね、定期演奏会への

招待券、年間何人か分がきているというふうにお聞き

しているんですけれどもそういったものを子どもへの

教育への支援とかに活用できないかなと思いますが、

お考えはどのようでしょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 定期公演の際の無料招待券でございますけれども、

今年度で言えば８回の招待券ということで１回につき

４名分の無料招待券ということで来ております。無料

招待券につきましては市報のほうに掲載して申し込み

の受付をしておりまして、多数の応募者がある場合は

抽選で決定しているところでございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 大人はチケットを購入することも可能かと思うんで

すけれども、子どもが自ら山響のチケットを買って行

こうというところまではなかなかならないのかなと思

います。そして、例えば尾花沢で音楽をやっている方、

合唱団とかピアノをやっている方もいらっしゃいます

けれども、とにかく音楽に興味があって、そして中学

校では吹奏楽の部活動で楽器を習い、交響楽のほうに

も興味を持ち始めるという子どもさんもいらっしゃい

ますが、なかなか少子化の影響もありまして、せっか

くだいぶ前に立派な楽器を市から購入していただいて

いるんですが、楽器が余ってしまい演奏者がなかなか

少なくなってきているというのが実情でございます。

練習の成果を発表する場として市のイベントに呼んで

いただいたりして、一石二鳥の成果を発揮している中

学校の吹奏楽部でありますが、そちらのほうの育成と

か山響さんの存続を支えながら、市の音楽活動に対し

てももう少しご支援いただけたらなと思うところであ

りますが、いかがお考えでしょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 社会教育課といたしまして山響の負担金に対しての

無料券というのは４枚ということで、それとは別に小

中学生への新たな支援が必要ではないかということだ

と思います。社会教育課といたしましては、小中学生

ということですので、こども教育課や教育指導室など

と話をさせていただきながら、どのような支援ができ

るかということも含めて検討のほうをさせていただけ

ればなというふうに考えております。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 市のイベントへの参加という観点から申し上げます。

新型コロナウイルス感染症の拡大によりましてさまざ

まな市内のイベントが中止、延期となったところでご

ざいました。これまでもいろんな場面で、尾花沢中学

校の吹奏楽部さんにつきましては、いろいろな花を添

えていただいたなと感じております。学校のカリキュ



ラムスケジュール等にも関連しますので、教育委員会

と調整しながらそのような場を設けていく努力をして

いきたいと思います。以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 教育指導室長。 

◎教育指導室長（髙 橋 和 哉 君） 

 部活動の現状とこれからについての観点を踏まえて、

学校現場の状況をお話しさせていただければというふ

うに思います。部活動は当然皆さんご存知のとおり子

どもの希望に沿って実施するものなんですけれども、

今、国の方針として地域それから校外でのスポーツク

ラブ等の活動の推進も実際行われております。ですの

で、個人競技で外部で学んでいる子どもというような

数も相対的に増えております。それに伴って、学校で

の部活動を専門で行っている子どもの数が減っている

のは確かなことであります。部活動の在り方について

は、そういった現状を踏まえて見直しをかけていかな

ければいけないというふうに思っています。ただ、現

状今学校の部活動で活動している子どもたちがいるわ

けです。その時に一番やってはいけないのは３年間在

籍しながら大会に出ることができなかったっていうふ

うな子どもたちを出してはいけない、そのための見直

しなどは随時かけていかなければいけない、そのため

には事前に例えば一定期間大会に出られなかった部に

ついては部員の募集や移動についても考えていかなけ

ればいけないとそういう状況になっている学校が大変

多くなっております。ですのでただ単に少なくなった

から募集停止ですよ、やめますよというのではなくて、

今後こういう状況になった場合については、こういっ

た方向性で進めていきますというふうなことについて

は若干長期的な考え方を持ちながら対応していかなけ

ればいけないっていうふうに考えているところです。 

 吹奏楽部につきましても、これ27年からになるでし

ょうか、学校の要望を受けて楽器の購入については

800万円を超える予算を使って３年間で支援させてい

ただいているところであり、これについては他の部と

遜色のないというよりも、市として大切にしている部

として支援しているものというふうに捉えております。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 なかなか少子化という問題が避けてとおれない時代

になっておりますので、どの部活動に対しても存続が

難しいのかなと理解はしております。吹奏楽に関しま

しては３年間で800万円という大変な予算を割いてい

ただいて、それが宝の持ち腐れにならなければいいな

というちょっとそんな思いもあります。分かりました。 

 続きまして予算書の142ページ説明資料のナンバー

83。昨日も和田委員より質問ありましたが、また違う

観点で質問させていただきます。ワーク・ライフ・バ

ランス実践企業支援奨励金についてでありますが、こ

ちらの内容にですねもう一つ、「妊婦への理解と仕事

を継続できるような環境づくりなど」とかという項目

を盛り込んでいただくことはできますでしょうか。や

はり働きたい方、働かなきゃいけない方、そういう女

性のためにまずキャリアを持つ以前に、その仕事をや

り続けられる環境というのが必要ではないかと思うと

ころです。まずその第一の壁が、妊婦さんがなかなか

体調が思わしくない時の対応で、ご理解いただける職

場の環境かどうかっていうこともその方がまず仕事を

続けられるかの第一関門になっておりますので、その

辺についてはどのようにお考えでしょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 今現在のワーク・ライフ・バランス実践企業支援の

中身ですけれども、県のイクボス同盟のほうに加入い

たしまして、その他にその企業内のワークライフバラ

ンス推進員を選任する、あとは女性の管理職登用です

とか男性の育児休暇の取得ですとか、介護休暇などの

取得をした場合ということになっておりまして、いわ

ゆる妊活という部分については入っていないところで

ございます。ただ、実際ワーク・ライフ・バランス実

践企業支援奨励金を実施しているような、制度を設け

ているような自治体というのは県内で本市のほか二つ

ぐらいしか今ない状況であります。委員からの提案も

ありますし、商工観光課の企業振興室と一緒に企業の

ほうの回り方をさせていただきながら、企業の方から

のお声なども十分お聞きしながらそういった声を反映

できるように検討していきたいというふうに考えてご

ざいます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 妊婦への理解と仕事を継続できるようにというよう

なご質問でございますけれども、企業が従業員の仕事

と子育ての両立を図るために雇用条件の整備、また子

育てをしていない従業員も含めたご理解を求めるよう

な多様な労働条件の整備などに取り組むための一般事

業主行動計画、これを101人以上の企業様には義務付



けになっているわけですけれども、本市の企業様にお

きましては100人以下の企業が多くございますので、

この策定というものは義務ではございませんので、た

だその策定、こういうものをある程度つくること、そ

れに沿って実施することを推奨していきながら妊婦さ

んへの理解というようなことをしていただき、仕事を

妊婦さんも継続できるような環境づくりを働きかけて

いくようなことを社会教育課と連携してやっていきた

いと思います。以上でございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 強制ではなくてもそういった制度とか周知になれば

理解が進むのではないかと思います。昨日の新聞報道

にもありましたけれども、10代後半から20代で進学や

就職に伴い県外に出る人が多いのは男女共通なんです

けれども、それでも女性のほうが多く都会のほうに転

出されているというデータがあるようです。いろいろ

大企業の良さとか地方はどうしても中小企業が多いと

いうことですが、中小企業の良さアットホームな良さ

そういったところも企業さんには全面に出していただ

いて、長く働ける、無理なく働けるそういうふうなと

ころも押していただいて、女の人に選ばれる尾花沢の

企業さんであってほしいなと願うところです。よろし

くお願いいたします。今回は一回10万円の奨励金とい

う制度でありますが、ほとんど10万円のためにしてく

れるようなものではなく企業さんの考えでやってくれ

るものだと思いますが、やはり実際は負担というのは

あると思いますので、今後はこの辺のところにもうち

ょっと力を入れていただいて増額しても良いのではな

いかなと思うところでした。 

 続きまして説明資料の162番、女性の社会参画推進

事業についてでありますが、こちらの目的は男女平等

意識の浸透とあります。対象者は女性とあります。と

いうことはどういうことでしょうか、お伺いします。

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 お答えいたします。女性の社会参画推進事業につき

ましては女性を対象としましたセミナーを開催する予

定でおりまして、その対象を女性全般と考えておりま

す。そのことから対象が女性とこちらのほうに記載に

なっているところでございます。ただやはり女性だけ

じゃなくて、女性の社会参画を推進するためには男性

の理解協力も必要であるということでございますので、

そのセミナーの対象につきましても、女性だけじゃな

くて幅広い職業、年代あとは男女問わずということで、

全市民ということで対処するように検討していきたい

というふうに思っているところでございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 課長には早く気づいていただいて大変ご理解が早い

方だと思いました。これを見ましたら男女平等って言

っているんですけれども、なぜ対象が女性だけってい

うことでちょっとおかしいんじゃないのということで

質問させていただいたんですけれども、やはりこちら

は私個人的には男女全く平等だとは思っておりません

が、お互いが尊重し合って理解するためには、男女問

わず、そして年齢問わず、やはりこういう社会に参画

するっていうことはご家庭の理解、家族の理解、私も

そうですけれども一緒に住んでいる人の理解がなけれ

ばなかなか社会参加できないこともあると思いますの

で、幅広い職業や年代の方を対象にすべきではないか

と思うところです。直接企業さんや各種団体さんにも

お声がけすることも必要ではないかと思うところです

が、いかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 社会教育課長。 

◎社会教育課長（鈴 木   敏 君） 

 セミナーの開催につきましては、男女問わず幅広い

職業または年代、あとさらにこちらも商工観光課の企

業振興室と連携になるんでしょうけれども、企業や各

種団体などにも多く声をかけて参加のほうを呼びかけ

ていきたいと考えております。以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 鈴木由美子委員。 

◎鈴 木 由美子 委員 

 よろしくお願いします。そしてこういった事業をど

んどん進めていただいて、明るい職場作りとか明るい

社会につなげていただければと思います。私からの質

問は終わります。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 奥山格委員。 

◎奥 山   格 委員 

 私のほうから総括質疑をさせていただきます。予算

書だと54ページ２款１項11目、ふるさと暮らし応援事

業助成金であります。消融雪装置設置助成事業の除雪

機械の購入助成事業がありますけれども、消雪用井戸

を掘削して消雪用に使う場合も助成してほしいという



声があるようです。といいますのはやはり除雪機を使

えない高齢者もいますので、そういった方には消雪用

の井戸を掘って消雪用に使えばすごく消雪が楽になる

ということで、ぜひ助成をお願いしていただけないか

という声があったのでお聞きしたいと思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 定住応援課長。 

◎定住応援課長（有 路 玲 子 君） 

 お答えいたします。消雪用井戸の掘削に関しまして

は既に住宅リフォーム支援事業費補助金で対応してご

ざいますので、そういった市民の方がいらっしゃった

場合はそちらにつないでいる状況でございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 奥山格委員。 

◎奥 山   格 委員 

 ふるさと暮らし応援事業の中のほうの対象にはなっ

ていないけれども、住宅リフォーム事業のほうで対象

になるっていうことでありますのでぜひよろしくお願

いしたいと思います。 

 次に予算書ですと104ページ７款１項３目、測量設

計業務委託料、基幹集落センター屋内遊戯場整備事業

についてであります。これは星川委員からもご質問あ

ったところであり、かなり質問をしていただいて答弁

もいただいているので、すごく分かりやすいところま

での話が見えてきたかなというふうに思っています。

私がお聞きしたいのは、今回測量設計費ということで

上がっておりますけれども、基幹集落センターに子ど

もの屋内遊戯場を整備するということで、場所として

本当に適当なのかどうかということについてお聞きし

たいと思ったところです。というのは、徳良湖は土日

休日なんかの場合には親子連れの人で結構賑わいます

けれども、平日ですとやはり若い人たちは働いている

わけですので、ほとんど徳良湖に行かないことが多い

と思います。だから割合閑散としているのかなという

ふうな感じがしております。そういったところがやっ

ぱり親子連れで行く場所としてはちょっと閑散として

寂しいのではないかなっていう感じがしておるところ

です。あと基幹集落センター、これ昭和60年頃の建築

の建物でありますので、築37～38年ぐらいになってい

るんじゃないかなっていうことです。かなり老朽化し

ておるわけですので、測量設計費に40万円とっていま

すけれども、星川委員の質問のほうでも答弁ありまし

たけれども、かなりの改修費がかかるんじゃないかな

っていう感じがしておるところであります。子どもの

屋内遊戯場の場所としては中心市街地のにぎやかなと

ころにあったほうが、親子連れがその周辺の店舗なん

かにも寄れますし、いろいろ買い物なんかもしたりと

か、そういったさまざまな便宜もありますので、親子

連れが寄りやすい場所ではないかなと思いますので、

この場所について果たして本当に適当かどうかについ

てお尋ねしたいと思います 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 商工観光課長。 

◎商工観光課長（間 宮 康 介 君） 

 はい、お答えいたします。基幹集落センターの屋内

遊戯場整備事業の測量設計業務委託でございます。こ

ちら先ほど40万とおっしゃられましたが、400万円で

ございます。 

 場所が適当かというような質問でございますけれど

も、徳良湖周辺整備マスタープランの中でも雨天時の

屋内遊戯場を徳良湖に整備というようなことで考えて

ございました。おっしゃるとおり親子連れは土日が多

くなるのは当然でございまして、平日についてもお休

みでいらっしゃる方というようなこともあるかと思い

ますけれども、利用率は当然平日のほうは低いかと思

います。場所としてといった場合には、その今の目的

を達成するためには、徳良湖周辺に必要な部分がある

かと思います。ただ他の立地しています施設の活用を

考えた時に、やはり屋内遊戯場として使うには基幹集

落センターの多目的室が一番有効かと考えております。 

 もう一点の老朽化ということでございます。おっし

ゃるとおりだいぶ老朽化してございまして、今回につ

いてもその老朽化している施設の改修とともに、その

多目的ホールですとかトイレなどを改修していくよう

なところを考えてございます。先の答弁でも申したと

おり親子連れがくつろげる空間ですとか使いやすさに

配慮するために、福祉課とも連携して設計を進めてま

いりたいと思ってございます。以上でございます。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 総合政策課長。 

◎総合政策課長（永 沢   晃 君） 

 マスタープランに基づく全体の方向になります。こ

の部分については予算には直接触れない部分もありま

す。前回８月の際もお話ししておりますけれども、ま

ず東側の開発についての部分が今回のマスタープラン

の大きな変更点でした。その理由につきましては、北

村山土地改良区の送水管の改修工事が完了し、令和４

年度から、ちょうど東側の今親水公園を、もともと計

画しておったんですけれどもなかなか水が出ないとい

うことで親水公園の計画が継続事業というふうな位置



づけになっておったものを、今回中期の事業として取

り組めるということで、大きく変更した部分はその理

由であります。その親水公園が東側にできることによ

って、自然体験ゾーンとしての子どもから大人の方々

が集える場所ができてくるものかなというふうに思っ

ております。その一つとして基幹集落センターのリニ

ューアルという形で、この部分も多目的ホールの遊具

という部分も活用していくというふうな流れになって

いるということで説明しているような形で再認識して

いただければというふうに思っております。以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 奥山格委員。 

◎奥 山   格 委員 

 徳良湖開発という点で親水公園のことも考えている

ということでありますけれども、このあいだの質疑の

内容聞いてみますと、広さ的にもＡＢＥＳＡの３分の

１ぐらいの広さしかないというようなお話ちょっとお

聞きしたところですけれども、こういったところもや

っぱりちょっと場所として本当に適当なのかどうかと

思うんですけれど、いかがですか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 福祉課長。 

◎福祉課長（吉 野 真 広 君） 

 はい、昨日星川委員の中でご答弁申し上げたのは、

ＡＢＥＳＡの３分の１というのは申し上げておりませ

んので、天童市のげんキッズのほうを参考にして私は

答弁いたしました。それを含めまして、予算的にもそ

のような程度ということで答弁いたしましたのでよろ

しくお願いいたします。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 奥山格委員。 

◎奥 山   格 委員 

 ３分の１まで狭くないってことですね。広さの点に

ついては分かりました。現在のＡＢＥＳＡとはまた別

の問題として既に考えていた計画なんだっていうこと

でありますけれども、やはりＡＢＥＳＡの代替施設の

ような感じもしますので、できれば中心市街地でやっ

ぱりＡＢＥＳＡをもう少し継続して使えるようなこと

を考えていただければなというふうに思っているとこ

ろであります。以上でこの質問については終わりたい

と思います。 

 次に予算書の51ページ、２款１項10目であります。

公共交通再編事業についてお尋ねしたいと思います。

牛房野線がおばくるに切り替わり、五十沢線がまた今

年度おばくるに切り替わるわけですけれども、今後利

用者が少ないバス路線に関して、やはりおばくるに変

えていくということを考えておられるのか。その辺に

ついてどのような計画になっているかお尋ねしたいと

思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（菅 原 幸 雄 君） 

 はい、お答えいたします。11月９日の全員協議会で

お示しさせていただきましたが、公共交通再編計画に

基づいて順次対応してまいりたいと考えております。

今委員からもありました、令和４年度については五十

沢線をおばくるに、次に令和４年度中あるいは５年度

当初をめどに原田線、細野線もできないかということ

で、昨年10月常盤地区、玉野地区の代表区長会にお邪

魔しまして事業の説明をさせていただいたところであ

ります。今後さらに路線の対象となる集落のご意見を

伺いながら順次進めてまいりたいと考えております。

いずれの地区も小中学生を除く１便あたりの平均乗車

率が0.3％とか0.5％と低いです。スクールバスと連携

することでさらに効率的な移動手段の確保に努めてま

いりたいと考えているところです。以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 奥山格委員。 

◎奥 山   格 委員 

 現在、高齢者の足の確保という点で、高齢者のおも

いやりタクシー事業が行われているわけであります。

そして市街地からの距離によって12枚、36枚、48枚で

すか、48枚まで距離ごとにおもいやりタクシー券が配

布されております。これは非常に便利で助かっている

というふうな声もあるようであります。ただその一回

ごとの金額が500円ということですね。金額に直して

みますと一番遠い距離の48枚いただいているところで、

その金額として補助なっているのが24,000円というこ

とになりますよね。そういうことを考えてみますと、

24,000円で例えば48枚入りのかなりの遠い距離、何キ

ロでしたっけ、15㎞以上でしたっけ20㎞ぐらいですか

ね。その辺の距離の人がタクシーを使うのに片道いく

らかかるかということなんですよね。3,000円、4,000

円、5,000円どれぐらいかかるかなんですけれども、

そうすると例えば4,000円かかったとしますと、

24,000円で乗れる片道ですので8,000円ってことです

ね往復だと。何回乗れるかおもいやりタクシー券で。

そうすると8,000円だと３回ぐらいしか利用できない

ということになるんですよね。そうすると結局自己負

担になってしまうってことなんですね、そのほかもっ



と利用したい人は。ところが今の路線バスですと、高

齢者の方は無料です。何回乗っても無料で乗れるわけ

ですよね。路線バスのほうがずっと便利なんでありま

す。その地区住民にとっては。自分の好きな時に乗れ

る。つまりおばくるなんかもそうなんですけれども、

これ結局タクシー事業タクシーに切り替わったという

ことなんですよね。そうするといつでも利用できる路

線バスではなくなってきているので、やっぱり住民に

とってはかなり不便だ、だからやっぱり路線バスを利

用したいという方が、そういった声があります。だか

らなるべく路線バスを利用して、その路線バスを継続

してもらうようにしていただきたいという声がありま

すので、その辺のところをやっぱりしっかり市のほう

で考えていただいて、なるべく高齢者の足を確保でき

るような便利な路線バスを継続していただきたいなと

思うんですけれどもいかがでしょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 市民税務課長。 

◎市民税務課長（菅 原 幸 雄 君） 

 お答えいたします。まず今回のおばくるのこの制度

ですけれども、基本的にそのバス路線の代替措置とい

う考え方です。おっしゃるように65歳以上の方はバス

の利用料は無料ですけれども、このおばくるにします

と基本的に600円それを超える分については市で補助

するという考え方です。その600円のうち福祉のおも

いやりタクシー券の500円が使えるということで、実

質負担は100円ということになります。ですのであく

までもそれは路線バスの代替措置ですけれども、例え

ば牛房野についてはおもいやりタクシー券については

確か36枚ですので、36回分については500円が使える、

100円で乗れるというような計算になります。この制

度をつくる時に、路線バスを使う一般の方は主に高齢

者で、その使い方を見ますとやっぱり通院が多い。と

いうことは１ヵ月に１回程度ということで、1.5枚と

いうような計算をして36枚に設定して、その不足分に

ついては、例えば田沢とか和合については券の枚数が

少ないんですけれども36回まで合わせてそれに補助す

るような形で新たに券を交付して、その確保を図って

おります。 

 利用された方については、やはりそのバス停までに

行かずとも電話できてくれる。例えば買い物に行った

時も荷物を積んでいただいて、自宅まで歩かないで済

むというようなこともありまして、大変好評を得てい

るというような認識であります。それから先ほども申

し上げたように今後進めるにあたっても、地域の説明

も行って、もちろん五十沢についても地域の説明会を

行って進めております。その中では反対という意見は

ありませんでした。ぜひ進めて下さいとのことでこれ

からも進めていくつもりでおります。以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 奥山格委員。 

◎奥 山   格 委員 

 そうするとおばくるの場合はどんなに距離が遠くて

も600円で乗れるという。その600円のうち500円をお

もいやりタクシーで支払えばいいので100円の負担で

済むということですね。でありますと48枚もらってる

人は48回100円で乗れるって言うことになりますかね。

ただ12枚とか24枚とかというとやっぱり回数は減って

くるわけですし、片道だけ乗ればいいというものでは

なくて往復になりますよね。だからやっぱり48回乗れ

るといっても24回ってことになりますかね。ですので、

やはり距離によっては路線バスのほうがずっといいと

いうような、便利だということになるのかなという感

じがまだしますね。路線バスの廃止っていうふうなこ

とになるような気もしますので、その辺のところなる

べく高齢者の足の確保できる十分なサービスになるよ

うに、できるだけ検討していただきたいなと思います。

そんなことで、よろしくお願いしたいと思います 

 それでは都市計画マスタープランについて質問した

いと思います。都市計画マスタープラン、これは８款

４項１目ですか、都市計画審議会委員の報酬というよ

うなことも都市計画のところにありますので、これ今

年度は何回ぐらい開催する予定でありますか。そして

今後は都市計画マスタープランの完成までのスケジュ

ールはどのようになっているかお尋ねしたいと思いま

す。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 建設課長。 

◎建設課長（齊 藤 孝 行 君） 

 お答えいたします。都市計画マスタープランの関係

での都市計画審議会の委員報酬というようなことで令

和４年度３万円計上しております。都市計画マスター

プランと立地適正化計画のほうは、今年度中の策定を

目指して今進めているところであります。都市計画審

議会につきましては、今まで３回実施してきておりま

す。今３月３日から３月16日までパブリックコメント

というようなことで広く意見のほうを募集していると

ころであります。最終の都市計画審議会については、

３月22日を予定しておりまして、そこで最終的な決定

をしていただいて３月中の市長への答申というような



形で考えております。令和４年度の予算につきまして

は、今現在策定を進めております都市計画マスタープ

ランについては、おおむね20年の計画になり、やはり

計画の進捗状況を定期的に確認していく必要があると

いうふうなことで謳っておりますので、令和４年度に

ついても年１回、都市計画審議会を開催していくとい

うようなことで予算のほう３万円１回分ということで

計上させていただいております。以上です。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 奥山格委員。 

◎奥 山   格 委員 

 都市計画マスタープランも３月22日あたりに最終的

に完成したいっていうような答弁のようでありますけ

れども、都市計画マスタープランの案を我々にも配布

していただいて案を見せていただいたところでありま

す。その中で立地適正化計画というものがあるわけな

んですけれども、この中に都市機能誘導区域っていう

のが設定されております。都市機能誘導区域には行政

関係の施設、あとは商業関係の施設、文教関係の施設

とか福祉関係医療関係の施設なんかも誘導していくと

いうような考え方になっております。しかし今の現状

を見てみますと、現在その都市機能誘導区域というと

ころは面積的にいうと51.7haっていうことになってお

ります。この主要な道路の周辺がそういうふうに設定

されているわけですけれども、現在都市機能施設とい

うふうに考えておられるもので、これに入ってないも

のがかなりあるわけなんですよね。例えば大きな行政

の施設でありますと尾花沢警察署、尾花沢消防署こん

なものは入っておりません。しかし入ってないですけ

れども、その立地が適正かどうかってことを考えてみ

ますと、いずれも慎重に検討されて。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 奥山委員に申し上げます。ただ今の発言は総括質疑

の範囲を逸脱しております。議題となっている予算の

内容に沿って質疑を行ってください。 

◎奥 山   格 委員 

 ただ都市計画マスタープランというすごく大事な計

画でありますし、これも予算にちゃんと入っておりま

すので質問していいのではないかなというふうに思っ

ておるところであります。また環境衛生事業組合、土

地改良区、また北村山森林組合なんかも公共都市機能

の大事な施設ではないかなというふうな感じがしてお

ります。あとは農協なんかもそうですよね。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 奥山委員に申し上げます。先ほど注意いたしました

が発言がなお議題の範囲を逸脱しております。よって

会議規則第116条第２項の規定により発言を禁止いた

します。他の質疑に移ってください。 

◎奥 山   格 委員 

 都市計画審議会委員の報酬は予算書にも令和４年度

の予算の中に入っておりますし、また職員の給与手当

も入っておるところであります。あの質問していけな

いんでしょうか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 予算の内容についての質疑をお願いします。 

◎奥 山   格 委員 

 大事な質問だと思うんですけれども。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 予算の内容に関しての質疑をお願いいたします。 

◎奥 山   格 委員 

 予算の内容というのは、その都市計画マスタープラ

ンの内容ではだめなんですか。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 計画の内容は違いますので、あくまでも予算に対し

ての質疑をお願いします。４年度の予算に対する質疑

をお願いします。 

◎奥 山   格 委員 

 計画の内容は違うというけれども、やっぱりその事

業の内容は質問してもいいんじゃないでしょうか。質

問できないんでは困りましたね。では、質問は予算内

容でないということですので、これで質問を終わりた

いと思います。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 以上で、市政クラブの質疑を打ち切ります。これに

て、予算議案７案件に対する総括質疑を終結いたしま

す。 

 次に、日程第８、分科会の設置及び付託であります。

この際お諮りいたします。当委員会は審査日程にした

がい、別紙分科会付託議案一覧表のとおり分科会を設

置し、これに付託の上、さらに細部にわたって審査を

行いたいと思います。これにご異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 ご異議なしと認めます。よって二つの分科会を設置

し、これに付託のうえ審査を進めることに決しました。

各分科会委員長には大変ご苦労をおかけすることと思

いますが、分科会の運営については格段のご配慮を賜

りますようお願いいたします。なお全委員による予算

特別委員会は、各分科会の審査終了を待って、３月17

日午後１時から議場において再開いたします。 



 なお、事務局長より分科会に関する連絡事項がござ

います。 

◎事務局長（横 沢 康 子 君） 

 ご連絡を申し上げます。ただいま分科会が設置され

ましたが、第１分科会につきましては大会議室にて、

第２分科会につきましては防災研修室１にて、それぞ

れ午後１時15分より審査に入られるようお願いいたし

ます。以上で連絡を終わります。 

◎予算特別委員長（小 関 英 子 委員） 

 本日はこれにて散会いたします。大変ご苦労様でし

た。 

 

             散 会  午後０時11分  


